
 

 

2025 年 11 月 21 日 

 

【 SUPER FORMULA第 10-11-12 戦 / 鈴鹿サーキット 】 大会直前情報 

 

2025 年の全日本スーパーフォーミュラ選手権最終大会が、11月 22日(土)、23 日(日)に鈴鹿サーキットで開

催されます。当初は第 11戦、12戦の 2 レースが行われる予定でしたが、10 月に富士スピードウェイで開催された

第 10戦が天候不良により中止。今大会はその 1戦を加えて 3 レースが行われ、いよいよ今シーズンのシリーズチ

ャンピオンが決定します。 

 

今シーズン、横浜ゴムは再生可能・リサイクル原料の配合比率を高めた新スペックのタイヤを投入しました。このサス

テナブルなタイヤを供給するために 2022 年からタイヤ開発テストを行い、供給初年度となった 2023年には再生

可能・リサイクル原料比率33％を達成。更に開発を進め、今シーズンは当初の目標だった 35％を大幅に上回る

46％という比率のタイヤを全チームに供給しました。（＊比率はドライ・ウエット用タイヤの平均値） 

 

スーパーフォーミュラではシーズンを通して 1 スペックのタイヤを供給しており、開幕戦や最終戦時期の寒いコンディショ

ンにも、また路面温度が 40～50 度に達するような夏場の高温域にも幅広く対応できるタイヤである必要がありま

す。広い温度域をカバーしつつ高性能を発揮し、どれだけサステナブルな原料比率を上げられるかということが開発の

キーポイントの一つでしたが、ラップタイムを比較しても昨年と極端に変わっている大会はなく、今シーズン投入したタ

イヤはどの季節のラウンドにおいてもパフォーマンスを発揮できたと自負しています。 

 

タイヤの供給面で言うと、今シーズンは昨シーズンと比較して 2 レース制の大会が 2 つ増加し、タイヤのセット数や

現場でのタイヤサービスの作業量は増えました。また SUGO大会や 10 月の富士大会の様に天候が大きく変わっ

たり、雨に見舞われる大会ではウエットタイヤへの交換もあるためあわただしくなる場面もありましたが、大きなアクシデ

ントもなく最終戦まで来ることができました。 

 

MOTORSPORTS NEWS 



11月 22日(土)からのチャンピオン争いを前に、21日(金)に行われた 2回の専有走行では、ランキング 4位から

坪井選手を追いかける牧野任祐選手(DOCOMO TEAM DANDELION RACING)と、ルーキーイヤーながら第

3戦もてぎ大会で表彰台を獲得したイゴール・オオムラ・フラガ選手(PONOS NAKAJIMA RACING)がそれぞれ

セッショントップを奪いました。 

11 月 22日(土)は、まだ気温も路面温度も上がっていない午前 8時から公式予選が行われ、午後に第 11戦

決勝がスタート。翌 23 日(日)には午前中に第 10戦決勝が、そして午後に第 12戦決勝が行われます。国内最

高峰カテゴリーにふさわしいトップドライバーたちの競演を、横浜ゴムは足元から支えてまいります。シリーズチャンピオン

決定の瞬間に、どうぞご注目ください。 

 

 


